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序

県下 の ほ場整備事業 に伴 う埋蔵文化財の発掘調査 はすで に 14年

目を迎え 、ほ場整備事業 の拡大 に伴 う発掘調査件数 の増 加 によ って

種 々の資料や成果 が蓄積 されて お ります。

発 掘調査で得 られた成果を公開 し、広 く埋蔵文化財 に関す る理解

を深 めて いただ く一助 に したい と、 ここに昭和 61年 度 に実施 いた

しま した県営 かんがい排水事業 に伴 う発掘調査 の報告書 を 2分 冊 に

分 けて刊行 す る ものであ ります。

最後 に発掘調査 にあた り、御協力 いただ きま した地元関係者並 び

に関係諸機 関 に対 し、厚 く感謝 の意 を表 す と共 に報告書 の刊行 に御

協力 いただ きま した方 々に対 して も厚 くお礼 申 しあげます。

昭和 62年 3月

滋 賀 県 教 育 委 員 会

教 育 長 飯 田 志 農 夫
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第一章 杉 江 遺 跡



1. は じ め に

本報告は、昭和61年度県営一般かんがい排水事業守山南部地区にともなう杉江遺跡の発

掘調査成果を収めたものである。

杉江遺跡は、守山市杉江町の集落から南方の耕作地へ拡がっている。今回のかんがい排水

払、

(草津市)1烏 丸崎遺跡 2下 物遺隊 3花摘寺廃寺遺跡 4県 史跡 観音寺館遺跡 5県 史跡 観音寺廃寺遺跡
6上東遺跡 7安 国寺遺跡 8津 田江遺跡 9皆 出遺跡 10観音堂廃寺遺跡 ■ 津田江湖底遺跡 12桧皮堂
遺跡 13印岐志呂神社古墳群 14長束遺跡 15長束三坊遺跡 16中堂遺跡 17長束館遺跡 18南溝畑遺跡
19北太田遺跡 20片岡遺跡 21内畑遺跡 22石子遺跡 23志那中遺跡 24大般若寺遺跡 25浄雲寺廃寺遺跡
26真光寺廃寺遺跡 27穴村遺跡 28吉 田遺跡 29橘堂廃寺遺跡 30宝光寺遺跡 31浄厳尼寺遺跡 32西 出遺跡
33北大萱遺跡 34宝 田遺跡 35大悲寺遺跡 36新堂前遺跡 37坊 ノ城遺跡 38西浦遺跡 39下笠城跡 40下
之笠堂遺跡 41馬場遺跡 42上之笠堂遺跡 43正覚寺遺跡 44官前遺跡 45片岡東光寺遺跡 46+天 堂遺跡
47大黒寺遺跡 48片岡廃寺遺跡
(守山市)49横江遺跡 50赤野井湾遺跡 51刀 津ヽ浜遺跡 52仁願寺遺跡 53正楽寺遺跡 54昌寿院遺跡 55山
賀西遺跡 56弘前遺跡 57赤野井浜遺跡 58杉江北遺跡 59ガ 津ヽ神社遺跡 60杉江遺跡 61杉江東遣跡 62観
音寺遺跡 63寺中遺跡 64矢島御所遺跡 65布施野城遺跡 66狐塚遺跡 67赤野井遺跡 68サ 1中遺跡 69長塚
遺跡 70播磨田西遺跡 71石田遺跡 72森川原遺跡 73欲賀遣跡 74欲賀城跡 75欲賀寺遺隊 76欲賀南遺跡
77冬塚遺跡 78薬師堂遺跡 79三宅北遺跡 80三宅城跡 81大門遺跡 82金 ケ森西遺跡 83中島遺跡 84金
森城跡 85金森遺跡 86古高遺跡 87下長遺跡 88塚元越遺跡 89焔魔堂遺跡 90焔魔堂城跡 91下之郷遺跡
92吉身西遺跡 93正福寺遺跡 94石 田二宅遺跡 95金森東遺跡 96三津川遺跡 97阿弥陀寺遺跡 98吉身中遺
跡 99養源庵遺跡 100東門院遺跡 101薬師堂遺跡 102滋眼寺遺跡 103本像寺遺跡  104女天神古墳
105勝 部城跡 106伊勢遺跡 107阿村北遺跡 108西長塚遺跡  109山 賀遺跡
(栗東町)110霊仙寺遺跡 ■1引ヒ中小路遺跡 112繕遺跡 ■3+里 遺跡 114笠川昼敷跡 115笠川城跡

第 1図 周辺追跡分布図
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事業に伴う用水路敷設予定線は遺跡の中心部を通るため事前に発掘調査を実施することとした。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係技師稲垣正宏を担当者と

して、昭和61年 10月 15日 から■月 5日 まで現地調査をおこない、ひきつづき 3月 31日 まで

整理調査を実施 した。

現地調査にあたっては、草津県事務所土地改良課、守山南部土地改良区、地本山賀町の

協力を得た。記 して謝意を表したい。

2.位 置 と環境

守山市域は野洲川上流から流水により運ばれた堆積上により成る沖積平野上にある。

しかし、この沖積平野は漸進的に広がっていったものではなく、形成進度には時代的変

遷がみられる。

つまり、古代律令国家形成以前、鈴鹿山系の森林が良好に保存されていた時代には、山

林からのゆるやかな流出上によるゆっくりした堆積がおこなわれたが、律令国家成立以降

主要地方道彦根近江八幡大津線 (浜街道)

第3ト レンチ
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第 4図 遺構全体図 (第 2ト レンチ)
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は大規模な森林伐採がおこなわれると、山林が荒廃 し、(特に鎌倉時代以降荒廃 した)大雨

の時には土石流が発生 し、大量の上砂による急速な堆積がおこなわれ、守山市内に多くの

自然提防が残されアR

自然提防を形成 した野洲川分流は現野洲川の南側に多く存在するが、その中でももっ

とも南に位置する境川は、野洲川の最大の分流であり、盛時の最大幅は 100η 以上、明治末

期でも32駒 の幅があったとされる?しかし、現在は川幅 5η程度の小川である。

当遺跡に近接する山賀川は、境川の支流であり、本調査区中の、第 2ト レンチにおい

て山賀川の小規模な河岸段丘 (沖積段丘)が検出されている。

杉江遺跡周辺勃遺跡を上げると、山賀川の沿岸には杉江東遺跡 (古墳時代～中世)、 山

賀遺跡 (弥生時代～中世)、 山賀西遺跡 (弥生時代～奈良時代)、 小津浜遺跡 (弥生時代

～古墳時代)が所在し、山賀川の河回沖には赤野井湾遺跡 (弥生時代～中世)ん あゞる。

3.調査の経過と結果

配水路敷設ラインについては、工事により遺跡破壊がされる幅 1.Oη、長さ 1725統 の全

配水路ラインについて、発掘調査を実施した。なお、工程の関係から、調査区を 5ブロッ

クに分け、各々第 1～第 5ト レンチとした。

遺構は、地山である灰色シル トー面にのみ掘込まれていたが、工事深度GL-1 0 0 cllま

でに下層遺構面が存在する可能性もあり、一部を掘下げ難 認したが、下層遺構面はなかった。

(1)第 1ト レンチ

第 1ト レンチは、調査区東北端に所在する長さ 200統の トレンチである。

地山は、GL一約 70師以下で、標高 85.85ηを測る。堆積は砂粒の大きさの違う茶褐色

上の水平堆積である。第 1ト レンチには遺構はなかった。

(2)第 2ト レンチ

第 1ト レンチの南西に接続 して設定 した長さ 53.6駒の トレンチである。竪穴住居、掘立

柱、溝跡など遺構が集中している。

2に ~~~~____当
師

土層は、 トレンチ東北部 (東北端から

南西へ 12乳程)は、第 1ト レンチと同

様な水平堆積であるが、第 1ト レンチ

に比べて土色がやや灰色である。地山

1

出土遺物実測図

-5-
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はGL-65師 から-80翻以下で、標高は、86.10η

れから86.30紀 で第 1ト レンチに比べて、高くなって

いる。

トレンチ東北端から南西へ 12η の地点から一気に

地山上面のレベルがアップし、GL-20～ -30(

耕土床土直下)になる。標高は 86.90統 程度で トレ

ンチ南西端まで同一 レベルである。

遺構では、まず、掘立柱の柱痕 7箇所があげられ

る。 SP005～ 007は、断面が トレンチ壁面に

現れたもので、 SP003、 SP004は 一部が ト

レンチ遺構面で検出され、断面もトレンチ壁面に出

現している。

柱痕のうちSP005～ 007は、地山に直接掘

り込まれているが、 SP001～ 004は、竪穴住

居 SB001の 埋上の上面にまで柱痕がおよんでい

る。SP001、 SP002は 、一辺 50師 の隅丸

方形の掘方、直径 24側 の柱穴を有するしっかりした

もので、明らかにSB001の 廃棄、埋没後、掘り

込まれたものである。

SB001は 、西辺屋外にカマ ドの煙道を有する

竪穴住居であるが、 トレンチに現われている部分が

少ないため、平面プラン等は不明である。北西、南

東の トレンチ壁面に断面が現われている。北西断面

には、竪穴住居の壁溝がみられる。

SB002は 、 SB001の 南西に隣接 して所在

する竪穴住居である。 SB001と 同様平面プラン

は不明である。北西、南東の トレンチ壁面に、 SB

001と同様の壁溝がみられる。

竪穴住居は、中軸ラインが(東西南北の正方位か

らあまりはずれることがないと思われるが、上述の

-6-



ように トレンチに現われている部分が少なく、住居跡の 4隅のように、中軸方向の割り出

せる部分が トレンチ内に現われていないため確実なことは言えない。

SD001は 、 トレンチ南西端にある溝跡である。堆積土は 2層で水平堆積している。

SD001か らは、少量の上器の出土がみられる。第 5図 -1(以 下 5-1と略)は須

恵器杯蓋である。口径は 11.0師、内外面とも回転ナデ調整され、色調は青味灰色、胎土は

精良で焼成は良好で硬質である。 5-2は須恵器杯身で、日径 10.4師、内外面とも回転ナ

デ調整され、色調は青味灰色、胎土は 0.5～ 1.0翻の砂粒を少し含み、焼成は良好で硬質で

ある。 5-3は須恵器短頸壺で、肩部外面に沈線を有 し、内外面とも回転ナデ調整され、

色調は内面淡灰色、外面灰色で、胎土は 0.5～ 2.5翻の砂粒を合み、焼成は良好で硬質で

ある。これらの須恵器は 8世紀代のものである。SD001か らはこれらの他に18世紀代の波

佐見系染付磁器椀も出上 している。

(3)第 3、 4、 5ト レンチ

第 3、 4、 5ト レンチは、床土直下に地上上面 (遺構面)がみられる。遺構面のレベル

はGL-20～40mで ある。出土遺物がないため年代ははっきりしないが、耕作痕 (ウ ネの

跡)と シケヌキの跡が検出された。

お わ り に

今回の調査は、調査面積が狭く、細長い調査 トレンチを設定 したため、遺跡の全容を把

握することはできなかったが、調査によって判明した主な成果を述べてみたい。

第 1に山賀川の旧河道跡とそれに伴う小規模な河岸段丘を検出したことがあげられる。

第 1ト レンチ及び第 2ト レンチの北東端から南西へ12ηのラインまでが旧河道敷であり

第 1ト レンチ東北端に隣接 して存在する現山賀川は、右岸には トレンチを入れていないの

で不明であるが、左岸においては幅12碗程度の河川敷が検出されたことから、山賀川も現

状は河幅 2紀程の小川であるが、住時は30η以上の河幅をもっていたと思われる。

また、小規模な河岸段丘上には、奈良時代の遺構が検出されているが、そのうち竪穴住

居跡は、住居跡外に焼道がつき出しており、煙道のタチアガリは急なのが特徴である。

これらの特徴からこの竪穴住居の年代は奈良時代後撃数 8世紀末)と 考えられる。 SD

001か らは奈良時代の須恵器が出上しており右岸の段丘上ではSB001、 SB002、

SD001、 掘立柱建物群などの集中する第 2ト レンチが遺跡の中心であり、遺跡の成立
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は奈良時代と考えられる。

遺跡の成立以降、竪穴住居の埋没後、その埋上を掘込んで掘立柱建物が建てられている

ことから、遺跡は、各時代にわたって存在していたことが分かる。

また、調査区南西部にあたる、第 3、 4、 5ト レンチからは、近世とおもわれる耕作痕

と暗渠排水管 しか検出されていないことから杉江遺跡の住居跡群は、第 2ト レンチより南

西には拡がらないことが判明した。

誰

① 井関弘太郎  『沖積平野』 (東京大学出版会 昭和58年 )

②  『守山市史』上巻  (守山市史編纂委員会 昭和49年 )

①  『昭和60年度滋賀県遺跡地図』 (滋賀県教育委員会 昭和61年 )

④ 田中勝弘、吉田秀則  『国道 365号線バイパスエ事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ―伊

香郡高月町井口・柏原遺跡―』 (滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護教会 昭和59

年)
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第二章 金 岡J寺 遺 跡



1.は じめ に

当遺跡は、奈良時代・平安時

代・ 鎌倉時代を中心とした集落

跡であり、さかのぼって弥生時

代までの遺物を出上している。

当該地は、これまで、農道とし

て調査対象地からはずれていた

が、この度、県営かんがい排水

事業の一環として、昭和59年度

に実施した事業の南側に延長す

る本管埋設に先立ち、滋賀県の

要請を受けて、急拠発掘調査を

実施したものである。

2.位置と環境

金岡1寺遺跡は、近江八幡市金

剛寺町地先に所在する。今回の

調査地点は、小字十四ノ坪・十

五ノ坪の境界になる農道下であ

る。標高92～ 93η の平地に立地

すると周辺は宅地化が進み、ほ

場整備事業が実施され、あわせ

て、県道拡幅工事等が行われ従

来の環境が激変 している。十四

ノ坪・ 十五ノ坪は、旧来の条里

地割りの名残りを残すものと考

えられるが、どこまでさかのぼ

れるかは不明である。

59年度調査地

0          50        100m

トレンチ配置図



当遺跡は、これまで 5回 にわたる発掘調査が実施されている。昭和58年度には、県営か

んがい排水事業に伴い、今回調査地点の北西部付近で実施され、 9世紀末～10世紀後半の

掘立柱建物群が検出されナRこ れら建物群は整然とした配置状況にあり、当時の荘宮等有

力農民の屋敷跡ではないかと推察されている。昭和59年度には、同じくかんがい排水事業

及び県営ほ場整備事業に伴い、当該地の東側で調査が実施された。この時には、10世紀後

半～11世紀の掘立柱建物 3謀78世 紀代の溝跡とそれと同方向に向く掘立柱建物 4摂誅検

出されている。昭和60年度には、当該地の北部、県立近江八幡工業高校敷地内で調査が実

施され、遺構は検出されなかったが、遺物包合層が確認されている。また、同年度に、県道

下豊浦鷹飼線道路改良工事に伴う調査が、当該地の北部で行われ、中世の条里を示す溝跡

と奈良時代の条里ではないかとされる溝跡の他土坑等が検出されている?昭和61年度には、

60年度の県道改良工事の北側の拡幅に伴う調査が行われてい規

以上から、金剛寺遺跡は、条里施行前後にまたがる集落跡であり、あわせて、中世にお

ける、佐々木六角氏の二代頼綱が、この地に金田別館をもうけたことにはじまる金剛寺翠

の東部に位置することから、当時の集落の一大拠点であったことがうかがえる。

3.調 査 経 過

調査は、当初調査対象地 5統 ×400陶 の範囲内において、全面掘削の予定であったが、

工事に先がけて、水抜き用の井戸を掘る計画があり、これに伴って掘削の際立ち会いを行

い、遺構の範囲を確認することにした。この結果、現在の県道豊浦鷹飼線より南へ 200乳

の地点から300η の地点にかけて土坑状遺構の他柱穴を確認し、ただちに本格調査に移行

する計画をたて、発掘調査を実施することとなった。

対象地域は、 5η × 100旬の 500πで、昭和59年度のほ場整備事業に伴う発掘調査で設

けた 8ト レンチの西側にあたる。調査は、重機による表土除去、遺構面検出を行い、続い

て入力による遺構面の精査、掘り込みを行った。

調 査 結 果

イ.遺構 (図版一 。四・五・六 )

検出した遺構は、掘立柱建物 3棟、大型の上坑 5基、小型の上坑 1基、楕円形の土坑 3
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基、溝状遺構 4条、桝溜状遺構 1基である。遺構面は、マンガンを合む黄色粘性砂質土で

あるが、 トレンチ中央は、削平されており砂礫層が露呈している。遺構検出面の標高は、

92η～93統であるが、西側は、削平が著 しく一部起伏があり、全体としては、北側と南側

の一部を除いて遺構の遺存は良くない。

1)掘立桂建物

(SB01)

東西 1間以上、南北 2間以上の建物で、東へ延びるものと思われる。柱間距離は、東西

が 5尺 (151.50師 )、 南北が 6尺 5寸 (196.95師 )と 6尺 (181.80翻 )を測る。柱穴は、

径25～ 30師・深さ20師前後の円形である。一部の柱穴が、SK03に 切られており、 SK

03よ り先行する建物と考えられる。時期は確定できないが、平安末から鎌倉時代初頭と

みられる。

(SB02)

東西 1間以上、南北 2間の建物で、東西棟をとるとみられる、建物の方位は、 SB01

と同方向である。柱間距離は、東西が 6尺 5寸 (196.95m)、 南北が 9尺 (272.70m)を

測る、柱穴は径25～ 30師、深さ20～ 30師前後の円形である。 SK09、 SK10の 上壊に

柱穴が切られており、これより先行する建物と考えられる。建物は トレンチの東に延びる。

(SB03)

SB02の 南に位置する東西 1間以上、南北 1間の建物で、建物の方位は、SB01、

02と 同方向である。柱間距離は、東西が 6尺 5寸 (196.95m)、 南北が 5尺 (151.50側 )

を測る。柱穴は径20～ 25師、深さ20～ 30mの円形である。建物は トレンチの東に延びる。

2)土坑状遺構

(SK01)

トレンチ北部に位置し、 SB01の 西側に隣接する。長径 2η、短径 lηの楕円形の土

坑で、深さは、30mを測る。遺物はなく、時期は不明である。

(SK02)

SB01の 南に隣接する長径 1.5統、短径 075の楕円形の上坑で、深さは、20師である。

遺物はなく時期は不明であるが、埋上が黒褐色粘性砂質上で SK01と 同じため、SK01

と同時期のものと思われる。

(SK03)

SK02を 切る一辺 2紀四方の方形の上坑で、深さは、15師を測る。又、 SB01の 柱
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穴を切る。

(SK04)

SK03の 南に位置 し、一辺、 2η 50師 Xl碗 75側の隅丸長方形の上坑で、深さ24師を

測る。時期はSK03と 同時期とみられる。

(SK05)

SK04の 南東に隣接 し、SD01を 切る一辺約 2狗四方の方形の土坑で、深さは605

翻を測る。坑内には、上層に黒褐色粘性砂質土、黒色粘性砂質土、黒茶色粘性砂質土、黒

灰色粘質上の順に堆積が認められ、 2層 目と3層 目の間に薄い木葉の堆積がある。遺物は

主に、 2層 目と3層 目に認められ、信楽焼の甕、鉢などが出土した。

(SK06)

SK05よ り西南に 13η離れた所に位置する。一辺約 2η四方の方形の上坑で、深さは

70節を測る。坑内には、上層より黒褐色粘性砂質土、黒灰色粘性砂質土、黒色粘質土、黒

灰色粘質上の順に堆積が認められ、 3層目と4層 目の間に薄い木葉の腐葉土層がある。遺

物は、信楽焼の甕、鉢のほか土師器片が若千出土した。時期はSK05と同時期と思われる。

(SK07)

トレンチ中央部に位置する 2駒 Xl.5紀 四方の方形の上坑であるが、深さ10師程で、掘

り形が舟底形になっており、他の上坑と異なることにより単なる落ち込みとも考えられる。

(SK08)

SK07の 南に隣接 し、SD03の 中にある、南北 275続、東西 3駒以上の長方形の掘

り形をもち、土坑よりむしろ、SD03に 伴う桝溜とみられる。

(SK09)

トレンチ南に位置し、短辺 1.5η 、長辺約 30乳 の隅丸長方形の上坑で、深さは20例を

測る。埋土は、灰色粘性砂質上である。

(SK10)

SK09の 南に隣接する約 1碗四方の方形の上壊で、深さは、50節を測る。壊内は、上

層より黄色粘質土と焼土の混合土、黄色粘質上、灰茶褐色粘性砂質土、黄茶色粘性砂質上、

黒色粘性砂質上の順に堆積が認められ、 3層 目に多量の須恵器、土師器の遺物が出上 した。

又、釘が 1点出上しており、墓墳の可能性がある。時期は奈良時代中期とみられる。

(SKll)

SK10の 南に位置する短径 0。 7597b、 長径 1.5ηの楕円形の上坑で、深さは20mを測る。
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須恵器の短頸広口壷が 1点出上している。時期は、奈良時代中期とみられる。

3)溝状遺構

(SD01)

SK05と重複する位置にあフリ、N-65-Eの方位に流れる東西溝である。溝は堆積土

層より2時期にわたり、南側に幅50師、深さ45c12の 1段 くぼむ溝があり、その後、幅が 1.9

～ 2.0れ に広がる2期 目の溝がある。遺物は、主に、 2期 目の溝の北肩部に集中しており、

常滑院の鉢、奮、土師皿、羽釜片が出上している。

(SD02)

トレンチ中央部に位置し、SD03に つながる溝で、溝幅 1.0～ 1.5紀、深さ20例を測

る。

(SD03)

SK08を 伴う溝で、東側で L字状に曲がる、掘形は、なだらかな舟底型で、溝という

べきかは不明である。

(SD04)

SB02の 北に位置するN-65-Eの方位に流れる溝で、幅 1.0～ 1.597b、 深さ20例を

測る、SB02を 画する溝と考えられる。

口。遺物 (図版二・三・七・八 )

1)SK01出 土遺物

(1)は、須恵器の杯で、底部に断面逆台形状の高台がつく、高台は、腰部立ち上がり付近

につく、修)は、輸入青磁坑である、釉調は青味を帯びた緑色を呈す。体部外面に鏑のある

連弁文を地す。(3)は、常滑焼の鉢とみられる外面全体に自然釉がかかる。日縁端部がやや

肥厚し丸 く収めてある。日径22師を測る、胎土はやや砂粒の多い灰色である。

(1)は、奈良時代中期、(2)、 は、太宰府出土陶磁器の型式分類案によると、青磁 I-5、

6類に属すると考えられる。13)は、赤羽氏の編イ路いうⅡ―後半もしくはⅢ―前半代に比

定できる常滑焼とみられる。(2)と (3)は、 SK01を 切るpitの位置より出上しており、 S

K01の 年代を決める資料とはいえない。

2)SK03出 土遺物

(4)は、常滑焼の鉢で、断面逆三角形状のやや低い高台部がつく、胎土は砂粒の多い灰色

を呈す。
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赤羽氏の編平でいうⅡ―前半代に比定でき双

3)SK05出 土遺物

(5)、 16)、 (7)、 (8)と もに信楽焼で、(5)は壷、16)、 (7)は鉢、(8)は 奮とみられる。(6)は復元口

径 25.0師、(7)は 32.5師 、(8)は 32.5例を測る、(5}は 、やや褐色を帯びた砂粒の多い胎上で信

楽焼特有の長石粒が認められる。(61は、赤褐色のやや棚密な胎上である。(7)は 、ややくすん

んだ褐色の棚密な胎土である。(8)は、赤紫褐色で砂粒を多く合む胎上で信楽焼特有の長石

粒の吹き出しがみられる。

4)SD01出 土遺物

(9)、 住9は常滑焼で、(9)は 甕、d①は鉢である。復元口径は、(9}が 36.5師 、住0が 24.5師を測

る。(9)の 甕は、口縁部がN字状になる。l101の鉢は、(3)と 同様の形態である。胎土は、(9)が

やや灰色の帯びた淡茶色の緻密な胎上で、Q①が灰色の砂粒を多く合む胎上である。住D～住9

は土師皿で、底部より外上方に、開く口縁部を呈す。調整は、底部が指おさえのあとナズ

ロ縁部が内外面ともヨコナデでナデの範囲は底部近 くまで施す。色調は、いずれも淡黄褐

色である。l10、 位aは、羽釜の脚部である。胎土は砂粒の多い土師質である。

常滑焼は、赤羽編平でいうV―前半代に比定できる。概ね14世紀中頃とみられど息土師

皿は横田編年のA3~4タ イプで概ね14世紀初頭とみられだ

5)遺構面出土の遺物

租0は、須恵器の杯身で、底部に断面逆台形状の高台を付す。高台の接地面は内側にあり

帖付け部位は、日縁部立ち上がりに近い腰部にある。やや砂粒の多い胎上で灰色を呈す。

住ηは、黒色土器の坑で、体部は外上方に直線的に延び、口縁部にてやや内弯し、外上方に

開く。底部に断面逆三角形の高台を付す。10、 は9は、土師皿で、位勧は、こい、l121と同様の形

態である。位9は、日縁端部にてやや上方につまみ出している。四は、黒色土器の底部で断

面逆台形状の高台を付す。9Jは、天目茶婉の底部である。

6)SKll出 土遺物

1221の広口短頸壷のみで、口径17例を測る頃恵器である。やや肩部の張る器形で、日縁部

は若干内弯ぎみであるが、ほぼ直立ぎみに立ち上がる。灰色を呈し、内外面ともていねい

なヨコナデ調整を施す。奈良時代中期頃に位置づけられるとみる。

7)SK10出 土遺物

1231は、須恵器の鉢で、日径 16.6師、器高 9印を測る。肩張りの胴部で、くの字状に国縁

は内弯し、端部をやや上方へつまみ出し、内側に凹面を成す。灰色を呈し、内外面ともヨ
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コナデ調整である。120～ lylは、須恵器杯蓋で、口径 15.4～ 16.6師 、器高 2.5～ 2.7印を測る。

天丼部中央に径 2.5～ 2.8側の扁平なつまみを付している。形態は平 らな天丼部から日縁部

へはやや稜をもって開き、口縁端部は内側へ屈曲させている。調整は天丼部外面をヘラ削

り、その他の部位は横ナデである。 8世紀の初頭前後に位置づけられよう?Q勧～1301は、須

恵器杯身で、1281は 口径 10.6師 、器高 3.5節 を測る。口縁部が外上方へ直線的に立ち上がり

端部を丸く収める。底部外面がヘラ切り未調整で、その他の部位は横ナデである。1291は 、

日径 13.2clB、 器高 2.9例を測る。日縁部は外上方へ大きく開き、端部付近で若干外反する。

端部は丸く収める。底部外面ヘラ切り未調整、その他の部位は横ナデである。1301は、日径

14.0師、器高 3.8節 を測る。日縁部は若千外反ぎみに外上方へ立ち上がる。端部は丸く収め

る。高台を底部と体部の境よりやや内側へ付ける。高台は内縁で接地している。底部
ヘラ

切り、他は横ナデである。9D、 991は 8世紀初頭前後、901ま、 7世紀後半代に属するかと思

うが微妙である。9J、 8動は土師器で、901ま、いわゆる近江型の受け口状口縁を呈する長胴

甕で、1321は鍋である。9Jの甕は口径 25,8c12を 測る。胴部はあまり張らず頸部付近で若干張

る程度のものである。口縁部は、体部よりくの字状に屈曲したあと、やや内弯ぎみに立ち

上がり、端部付近にてほぼ直立する。端部は丸く収める。内外面とも斜方向のハケロ調整

を施 し、日縁部のみ横ナデである。1321は 口径41例を測る。器形はサラダボール状になるも

のと思われる。体部は若千内弯ぎみに外上方に立ち上がり、日縁部にて若干肥厚 し、くの

字に屈曲する。口縁端部はやや下垂ぎみになる。口縁部は横ナデ、他は斜方向もしくは横

方向のハケロ調整である。砂分の多い淡黄茶色を呈している。平城宮 SD1900溝 出土

の甕・鍋の例と近似しており8世紀初頭に位置づけられ埋

5. /Jヽ 結

今回の調査で検出した遺構は、旧条里と並行する掘立柱建物 3棟、溝 2条と、掘形が精

円形を呈する土坑 3基 と方形の大型土坑 4基焼上が混入する土壊 1基である。このうちS

K01、 02、 10、 11は 出土土器等からみて奈良時代中期の遺構、 SB01、 02、

03の掘立柱建物とSD01、 04の溝状遺構が鎌倉時代初頭 1200年代、SK03、 04、

05、 06が室町時代 1400年代で、概ね 3時期に分けられると考える。又、SK03～

06にかけての遺構は、当該地より東に 100紐程の所で、昭和59年度の調査で設けた 8ト

レンチにおいても検出されており、同様の遺構の広がりが推定される。
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今回の調査地は、小字十四ノ坪、十五ノ坪の境界となる農道ということで、条里遺構の

検出ということが課題であったが、実際は、鎌倉時代の掘立柱建物が検出されるなど、現

在残る小字名が、そのまま旧条里に結びつくとは断言できない資料が提示された結果とな

った。ただし、昭和60年度に行った県道拡幅の際実施 した調査で検出されたN-64～ 65-

Eの方向に規制される建物と溝が検出されたことは、すでに鎌倉時代において、当該地が

条里方向に制約されていることを物語る。又、SD01が 、60年度の調査で検出した溝よ

り約 220紀南に位置しており、現在残っておる十五ノ坪と九ノ坪の坪界にあたる溝とも考

えられる。現在、周辺には、一ノ坪から十ノ坪、十二ノ坪から十五ノ坪、二十坪と称され

る小字名が残 っており、中仙道側の東から西に順に呼称され北へ上がっており、七ノ坪か

ら十二ノ坪を除いては、概ね南北 109～ 110η、東西55～ 60紀 の短冊型の地割りを一坪と

している。この時期が、いつまでさかのばれるかは限定できないが、今回の資料では、少

なくとも鎌倉時代より室町時代において居住区になっていたことがわかる。

次に、土坑群についてであるが、SK10を 除いて、ほぼ規格性があり、時代別に土坑

の形状が異なる点である。昭和59年度調査の 8ト レンチで検出した土坑について、井戸も

しくは、貯水用の土坑かとした中で、なかには土壊墓であった可能性をもつものもあると

している。今回の調査で、SK03、 04は極めて浅 く、井戸とするには不適当であるこ

と、又、SK05、 06については、埋土中において掘形全面に一時期木葉が堆積する期

間がある等からみて、貯水用の上坑とも考えられる。今後の類例を期待 したいところであ

る。さらに、 SK01を 始めとする奈良時代中期の上坑については、墓の可能性が考えら

れる。骨片、その他の資料が出土していないため断定できないが、 SK10の 焼上が混入

しておる土羨は、墓の可能性をもつものと思われる。

6.お わ り に

今回の調査は、金岡」寺遺跡の中では、極一部である。又、本章では述べなかったが、こ

れより南は、 トレンチ南端より50ηの地点で幅 6～ 8乳、深さ 2統の大溝があるのみで、

遺構は存在せず、当該地が金岡1寺遺跡の南端にあたるものと考えられる。

さらに、調査の結果、必ずしも現在称されておる小字名が、旧条里の小字名にあたるか

は疑間が残ることを付しておく。
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